
＜実験装置＞

課題の成果概要

　Sagnac効果は、光路に回転運動が加えられた際、干渉光強度変化の現象であり、その変
化が周期的であったことから、Sagnac効果による角速度検出を確認できました。実験から
得られた周期変化と、シミュレーションから得た理論値との比較結果から、Sagnac効果を
用いた角速度検出は十分な性能を有することを確認しました。

時間 216時間

　相対性理論に基づくSagnac効果を利用した、角速度に反応する検出を構築し、感度、信
頼性、問題点について基礎的検討を行ないました。本手法は、機械的作動部分がないの
で、信頼の高さが期待できると考えます。
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　Sagnac効果を検出は、繊細な計測技術を必要とします。
　したがって、LD、PD、光カプラ、光ファイバなどの最低限のデバイスでSagnac効果を確
認できる測定装置を開発するには、本人の創意工夫が要求されます。このためには、レー
ザ光学、電気工学などの基本的理解を促進する必要があり、また、実験においては手先の
器用さ、いかに限られた実験装置の中で精度を向上できるかなど、理論と実際のものつく
りの連携が極めて重要です。
　この制作を通して、情報収集能力、問題解決能力、開発能力が叢生されると考えます。
　Sagnac効果は1912年に発見されましたが、光技術の進歩で現在光ジャイロ等に利用さ
れ、注目されている効果です。こうした過去に発見された効果が、技術の進歩で実際のも
のづくりに利用されるという点で、技術教育としての価値があると考えます。
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